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     株式会社地球快適化インスティテュート 

 

     日本電信電話株式会社 

 

     富士フイルムホールディングス株式会社 

 

     三井不動産株式会社 

 

     株式会社LIXIL 

謝辞 



複雑・多様化する社会の課題例 
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社会 

システム 

エネルギー 
• 低い資源自給率 
• 低い電源負荷率 
• 分散型電源による供給不安定性 
• 自然災害等リスクへの耐性 
• 必要機能の維持 

環境・健康・安全と安心 
• 現実的な温室効果ガス削減 

シナリオの策定 
• 生物多様性等生態系への影響 
• 有害化学物質の使用と排出 
• 安全と安心の乖離 

経済・雇用 
• 産業構造の変化 
• 一次産業の衰退 
• 労働人口の減少 

高齢社会 
• 高齢者層の割合の 

急激な上昇 
• 社会保障の改革 
• 労働率の維持 
• セカンドライフ就労

事業の確立 

資源循環 
• 有効資源の回収システムの構築 
• 未利用資源の有効利用技術の 

開発と導入 
• 資源循環を考慮した 

製品製造システムの構築 



  「プラチナ社会」総括寄付講座 

設立趣意 
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日本は 課題先進国 

日本社会が抱える課題の解決には 

全く新しいパラダイムと個別技術にとらわれない 

新たな社会システムづくりが必要 

「プラチナ社会」 持続可能で豊かな活気ある将来社会 

東京大学の全学の知を結集し、 

 学術的な理論体系を構築、必要な人材育成、発信・提言 



各研究グループによる社会課題へのアプローチ 
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研究グループ・組織 

解決策 
社会における 

課題 

高齢社会総合研究機構 

ジェロンテクノロジー 

政策ビジョン研究センター 

政策の科学 

フューチャーセンター 
推進機構 

低炭素技術 
地域コミュニティデザイン 「デジタルグリッド」 

総括寄付講座 

電力ネットワーク
イノベーション 

• 高齢化 

• エネルギー 

• 資源 

• 安心・安全 

• 経済・雇用 

 



社会 

システム 

社会システムにおける課題の解決： 
  学術領域のNetwork of Networksとして 
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研究グループ、組織 

解決策 

社会における 

課題 

解決された 

社会の課題 

高齢社会 
健康・医療 

コミュニティ 
地域デザイン 

エネルギー 
低炭素社会 

政策・制度設計 

情報通信 



「プラチナ社会」 
総括寄付講座 

協力研究者・研究グループ 
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東 京 大 学 
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地域・自治体 
（社会実装のケーススタディ） 



研究活動の基本軸 

 

「プラチナ社会」実現への知識の構造化 
実際の課題（ニーズ）と技術や知識（シーズ）の体系化 
方法論を構築するためのケーススタディの実施 

 

「社会実装」の方法論と手段（ツール）の構築 
学術的な知識を社会へ伝える 
ツール（ソフトウェアツール、ロールモデル）の構築 
分かりやすいインタフェースを持ったツールの構築 
産学公民のロールモデルの提案 

 

人材育成 
「俯瞰的視野で社会実装」できる企画研究人材の育成・協働 
具体的ケーススタディ 

 

シンポジウム等社会発信と政策提言 
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可視化 

標準化 

体系化 

情報化 

実践 

計測 

確立された 

技術・知識 

内容、役割、構造などを 

見える形にする 

周辺知識などと 

関連づける 

知識を使うべき対象が使える 

形に変換する 

誰もがアクセスし、効率的に 

利用できる形に変換する 

学術 

社会 

Generalization 

Specification 

知識の構造化・実装化 
サイクル 

知識の構造化・実装化サイクル 
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1. Tropical forest 

366 papers 

Year 2005.1 

2. Backscatter 

 271 papers 

 year 2004.5 

3. Bioenergy 

 237 papers 

Year 2007.6 

4. Bio-oil 

 147 papers 

Year 2008.9 

5. Short rotation 

 130 papers 

Year 2003.4 

6. Gasification 

 113 papers 

Year 2008.5 

7. Carbon 

 sequestration 

 96 papers 

Year 2005.6 

8. Hydrolysis  

 47 papers 

Year 2009.5 

9. Pyrolysis  

 46 papers 

Year 2007.8 

課題と技術の可視化・体系化 
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各研究分野の課題と先端技術を 
大規模データ分析により可視化・体系化 

  分野を横断した融合技術で社会課題を解決 

エネルギー 
地域社会 

低炭素 

高齢化 
健康・医療 

政策・制度設計 

情報通信 

各分野のデータと専門知 
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健康で活力ある社会実現
へ課題と技術の体系化 

 



地域システムと資源 
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山林 

未利用森林資源 

製材所（地域） 

木材 
製材所 

廃材 

パルプ原料 

（海外） 

パルプ原料 

（国内） 

収集された 

森林資源 
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山林

地域システム 国内マクロ

地域組織

スマート林業へ向けた機能

-樹種
-齢級分布
-構成（面積）
-構成（蓄積）
-所有形態

森林資源

-種類
-必要インフラ
-コスト
-所有者

林業機械

+間伐()
+伐採()

森林業者

森林組合

<<uses>>

<<uses>>

-種類
-発生量
-発生時期
-発生速度

木材

-規模

製材所

+木材収集()
+木材分配()

木材収集・分配（仮想）

木材A（製材）

+熱製造()
+発電()

-種類
-効率
-出力[J/h]、[W]

バイオマスプラント

<<uses>>

木材（端材）
木材C（バイオマス）

<<uses>>

<<uses>>

-出力[W]
-不可追従性[Δ%/h]
-稼働率[%]

売電力

+製紙()

-新規パルプ必要量
-古紙パルプ必要量
-その他

紙・パルプ産業木材C（パルプ材）

+発電()
+電力供給()

-供給[W]
-GHG排出原単位[kg/kWh]

電力システム

<<uses>>

紙需要

電力需要

<<uses>>

自治体

<<uses>>

製材需要

合板需要

集成材需要

-規模

製材所

木材B（合板、集成材）
<<uses>>

 

地域社会活性化のための
ロールモデルの標準化 

 



社会実装の取組 
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例： 
東京大学フューチャーセンター推進機構 

による取組 

http://www.k.u-tokyo.ac.jp/ 

news/FCsymp/#toiawase 



地域コミュニティ設計・実装の事例の体系化 
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制約条件（規模、リソースetc） 

必要な 

リソース 

（物、金、 

人、アイデア、 

思想、希望etc） 設計・実装 

された 

地域システム 

道具（有識者、技術etc） 知識 
構造化し 

ツールへ 

事例 
経験則 

成功（失敗）の 
前提条件を含めた 
事例の体系化 

関連知識の 
情報化 

地域デザイン 
住宅の設計 

地域コミュニティの設計と実装 

 

個別地域／組織での  
経験を有効に再利用 

 



「プラチナ社会」 
総括寄付講座 

東 京 大 学 
THE UNIVERSITY OF TOKYO 

自治体 

先行事例 

スマート 

システム実装事例 

研究成果 

既往事例 

社会実装 
ツール 

• ツール 

• データベース 

学術基盤 

• 構造化手法 

• 大規模データ処理手法 
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可視化、体系化、 

    標準化、情報化 

 



可視化 

標準化 

体系化 

情報化 

実践 

計測 

確立された 

技術・知識 

内容、役割、構造などを 

見える形にする 

周辺知識などと 

関連づける 

知識を使うべき対象が使える 

形に変換する 

誰もがアクセスし、効率的に 

利用できる形に変換する 

学術 

社会 

Generalization 

Specification 

知識の構造化・実装化 
サイクル 

知識の構造化・実装化サイクル 



大規模データからの知の構造化手法 
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データ 
テキスト、センサー、数値 

技術モジュール システムモデル 

共通の記述表現 

意味表現 

論理表現・推論 クエリー 
モデル 

数理統計モデル 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
 



機能 影響 

最
終
処
理 

廃
棄
物
処
理/

リ
サ
イ
ク
ル 

導入/普及 

製
造 

課題解決のための 
技術（機器）モジュールの作成 
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効率 

機構 

運転/制御 
リスク 

原
料
採
掘 

資源 

必要資源 
 - 材料 
 - 燃料 

（技術によって） 
享受される便益 
 - 加熱/冷却 
 - 動力/照明 
 - QOLの向上 
 - 価値 

燃料便益の 
変換効率 

対象技術の導入先 
 - 家庭/企業 
 - 地域 
 - インフラ 



評価 
& 
解釈 

選択肢の 
生成 

評価情報 

条件 

評価事例 

結果 

スマートシステムの提案 

情報基盤 

意思決定（政策、技術、製品etc） 

選
択
肢 

選択肢に含まれる 
技術とシステムの 

モデル 

- 環境影響 
- リスク 
- コスト 
- QOL(快適さ等) 
- 価値 

技術モジュール シミュレータ 
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体系化された 
地域デザイン事例 



講座のロードマップ 
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2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 

 社会課題と技術知識の 
 構造化手法の構築 

 ケース 
 スタディ 

高齢化・健康医療 
エネルギー 
農林業 
その他 

「プラチナ社会」デザインの 
 ためのモデルと評価指標の 
 設計 

 データベースおよびツールの 
 設計と実装 

 評価用ケーススタディ 

 社会実装 
（ツールの構築と政策・制度提言） 

協力教員・組織との連携 

地域・自治体との連携 

先行ケースにおける知識の構造化 



講座メンバー 
24 

特任講師： 森 純一郎 

大規模データ分析 

特任講師： 菊池 康紀 

技術評価とモデリング、知識の構造化 

秘書： 林良枝 秘書： 斉藤亜矢子 



運営委員 
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• 坂田一郎 政策ビジョン研究センター 教授 

 

• 鮫島正浩 農学生命科学研究科 教授 

 

• 大和裕幸 新領域創成科学研究科 教授 

        フューチャーセンター推進機構 機構長 

              

 

 

 

 



アクセス：伊藤国際学術研究センター 2F 
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赤門から入って右手 



社会システムにおける課題の解決： 
  学術領域のNetwork of Networksとして 
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社会
システム

研究グループ、組織

解決策

社会における
課題

解決された
社会の課題

高齢社会
健康・医療

コミュニティ
地域デザイン

エネルギー
低炭素社会

政策・制度設計

情報通信
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